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目まぐるしい情勢変化についても概説する。坂口安紀編	 2013 年 132p. 1,200 円	
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　「調和」の次に来るもの
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直面する内外の課題を克服して中国を世界第 2 の
大国に押し上げ得るのか。多面的に分析を試みる。大西康雄編	 2013 年 163p. 1,500 円	
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な変化をもたらすのだろうか。中東 9 カ国の対
外政策と国内統治の動向を検討することで，「ア
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可能だったのか。台湾と中国の関係を軸に，政
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基本方針が定められた。同党大会とその前後
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という一連の政治イベントを多角的に分析し，
今後のラオスを展望する。山田紀彦編	 2012 年  145p．1,300 円

15

朝鮮労働党の権力後継 金正日の後継者が継承する朝鮮労働党の政治理念
を明らかにするとともに，朝鮮民主主義人民共和
国の現実を，国際環境，マクロ経済，党の対外経
済政策，貿易・投資状況の諸側面から分析する。中川雅彦編	 2011 年  161p．1,500 円

14

2009年インドネシアの選挙
　ユドヨノ再選の背景と第 2 期政権の展望

2009 年インドネシアの選挙と第 2 期ユドヨノ
政権を多角的に分析。

本名純・川村晃一編	 2010 年  191p．1,800 円


